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１ はじめに 

 中学校における「30 歳未満」の教師数の割合は，

平成 16 年度は８．７％，19 年度は９．６％，22 年度は

１１．８％，25 年度は１４．３％と年々上昇している。

また，全年齢別の教師数の割合は，次の図１のよ

うに「40 歳未満」は３６．５％を占めており，この

割合は今後上昇していくことが予想される（文部

科学省学校教員統計調査，2013）。このような傾向

は，広島県の中学校における教師数においても同

様である（広島県教育委員会公立学校基本数，

2015）。 

 

 
図１ 年齢別教師数の割合 

 

 今後 20 代や 30 代の教師数が増加するにともな

って，40 歳以上の教師と 40 歳未満の教師が協働

して学校教育をマネジメントすることが必然と要

求される時代になっていくことがわかる。このこ

とから，教師教育の必要性がますます注目される

ようになるであろう（Shulman，1987 ほか）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方，“The Teaching Gap”（Stigler ＆ Hiebert，

1999）を契機として，現職教員の教科指導力を充

実させる必要性が，全国で意識されるようになっ

てきている。 

附属学校は近年，教育研究や教育実習に加えて，

さらに存在意義を具現化することが求められてい

る。その一つに，地域の教育界と連携して，現職

教員の資質・能力の向上に寄与することがあげら

れる（神原ほか：2012，河嵜ほか：2013，天野ほか：2014）。 

 さらには，算数・数学教師の実践力の向上を目指し

た研究も近年行われるようになってきている。例えば，

杉野本（2012）は，数学教育研究を基盤にしたカリキ

ュラム開発や教授実験により，数学教師を育てられる

と述べている。また，牛瀧（2008）は，カリキュラムの

構造を理解する視点から，小・中・高等学校の算数・

数学教師に対する研修内容を提案している。 

これらの研究は，理論的な文献研究であったり，

アンケートによる調査研究であったりしている。したが

って，授業を中心に据えた現職教員研修ではない。 

そこで，広島県内の中学校数学教師の実践力向

上を目指し，授業を中心に据えた現職教員研修シ

ステムの構築を目的として，「広島県中学校数学

教育実践研修会」を開催している。この研修会は，

これまで広島県中学校教育研究会数学部会と附属

東雲中学校数学科が共催して実施してきた。また，

本年度より広島市中学校教育研究会数学部会も共

催して運営するようになっている。さらには，広

島県教育委員会と広島市教育委員会の後援を受け

ている。このように，広島大学と県，市で連携し

て運営する研修会となっている。 
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２ これまでの研究と本研究の方向性 

（１）これまでの研究 

 これまでの研究において，実践研修会における

協議会や公開授業の在り方について考察してきた。

その成果は，主として次の４点である。 

 

［公開授業の在り方について］ 

ⅰ チームを編成して授業をつくる過程で， 

生徒の思考の運びや学習意欲をかきたてる発問など， 

若手教員は教材づくりの新たな視点を得ている。 

ⅱ 附属学校で他流試合型授業を実践した授業者は， 

授業を捉える新たな視点を得ている。 

［協議会の在り方について］ 

ⅲ 幅広い経験年齢でグループ構成することは， 

  参会者の授業を捉える視点の拡充に役立つ。 

ⅳ 若手教員がグループ代表として発表することは， 

参会者の思考の整理につながる。 

 

 また，公開授業や協議会のさらなる充実に向け

て，中学校数学教師が実践力を向上させる場面を

特定することが課題としてあげられた。 

 

（２）本研究の方向性 

 本研究の方向性は，次の図２のように表すこと

ができる。 

 

目的 ： 広島県内の中学校数学教師の実践力向上 

 

 

 

授業を中心に据えた 

現職教員研修システムの構築 

  （今年度） 

数学教師が実践力を向上させる場面の特定 

 

 

図２ 本研究の方向性 

 

 そのために，６月と 12 月に実施する実践研修会

に向け，チーム会を複数回実施した。その理由は，

チーム会により，チームに所属する若手教員が，

教材作りをする際の新たな視点を得ることができ

るからである。実際は，広島市及び広島県の中学

校教育研究会数学部会のご助力をいただきながら

チームを編成し，附属学校教員がチーム会を複数

回開催した。また，チーム会だけで不十分な点は，

相互にメールでやりとりすることで解決した。 

３ 実践研修会と本会に向けたチーム会 

（１）実施期日・場所・内容 

第１回 ４月 13 日（水） 広島市立翠町中学校 

              授業づくり研修会 

第２回 ５月 16 日（月） 広島市立翠町中学校 

授業観察・協議会 

第３回 ６月 15 日（水） 広島市立宇品中学校 

               授業観察・協議会 

 第４回 ６月 25 日（土） 附属東雲中学校 

実践研修会①（詳細は参考資料１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 教員が授業を観察する様子 

 

第５回 ７月 29 日（金） 佐伯区民文化センター 

              模擬授業体験・協議会 

第６回 ９月 28 日（水） 広島市立大州中学校 

授業観察・協議会 

第７回 10 月 27 日（木） 附属東雲中学校 

授業づくり研修会 

第８回 12 月 10 日（土） 附属東雲中学校 

実践研修会②（詳細は参考資料２） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図４ 教員が協議会に参加する様子 

 

（２）構成員 

常時参会した構成員は，天野（附属東雲中学校），

広島県内の中学校のＫ教諭，I 教諭，Ｈ教諭，Ｂ

教諭の５名である。また，広島県内の２名の校長

先生及び共同研究者から適宜ご助言をいただいた。 
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４ 検証の方法 

（１）分析の方法 

上述した５名の構成員のうち，天野（筆者）を除いた

４名の数学教師に焦点をあてたエピソード分析（関口，

2013）を行った。本稿では，紙面の都合上，Ｂ教諭の

エピソードを載せることにする。研修会や授業観察，

協議会，講演などにおけるＢ教諭の授業の捉えを考

察した。このことから，中学校数学教師が実践力を向

上させる要因の特定を目指した。 

 

（２）調査の方法 

 第一に，研修会や協議会の発話記録を作成した。

この発話記録は，それぞれの教師が発言した内容を

筆者がフィールドノートに記入し，プロトコルした。 

 第二に，質問紙調査やインタビュー調査を実施した。

調査は，授業観察や模擬授業体験，講演などの直後

に実施した。 

 

５ 研究の成果（結果と考察） 

 本節では，Ｂ教諭のエピソードをもとに，Ｂ教

諭の授業の捉えや教師の実践力向上の要因につい

て考察した。 

 

（１）授業の捉えや教師の実践力向上の要因～その１ 

 

見たことがない授業だから刺激を受ける。 

 

 次に示すエピソード①，④のように，デジタル

教科書やジグソー学習といった初めて見る授業に

刺激を受け，挑戦心をもったり良さを感じたりし

ている捉えが抽出された。 

 
エピソード①－４月 13 日（水）インタビュー調査 
筆者「今日の授業で学んだことはありますか」 
Ｂ教諭「デジタル教科書を用いた電子黒板の使い方 

が具体的にわかりました。自分も少しずつ挑戦して 
いきたい」 

 
エピソード④－６月 25 日（土）質問紙調査 
質問「授業を観察して，学んだことを書いてください」 
Ｂ教諭「ジグソー活動を始めて見ました。正直難しい 

と感じました。しかし，考えや根拠を用いた発言が 
たくさんあり，考えや根拠を用いて説明する力をつ 
けるためには良いと感じました」 

 

 以上のことにより，次のような教師の実践力向

上の要因が導出された。 

 

  珍しくてなかなか見られない公開授業は， 

      参会者に刺激を与え，有効である。 

（２）授業の捉えや教師の実践力向上の要因～その２ 

 

提示した教材と子どもとのかかわりを考える。 

 

 次に示すエピソード①，③，⑤，⑦のように，

徒競走や教具などの教材が提示されると，子ども

はどのような反応を示すかが気になるといった捉

えが抽出された。 

 

エピソード①－４月 13 日（水）インタビュー調査 
筆者「今日の授業で学んだことはありますか」 
Ｂ教諭「徒競走で使うトラックに注目した教材は，体 

育祭という学校行事も間近なので，生徒にとって身 
近で動機づけにもなって，とても良いと感じました」 

 
エピソード③－６月 15 日（水）協議会の発話記録 
筆者「授業を観察して，気になったことは何ですか」 
Ｂ教諭「教材選びは，自分は悩みます。特に，今日の 

ような導入教材はいつも悩んでいます。自分は平 
方根の導入では，電卓での計算で行ったのです 
が，折り紙を選んだ意図が自分にはわからないの 
で，教えてほしいです」 

 
エピソード⑤－７月 29 日（金）協議会の発話記録 
筆者「模擬授業を体験して，学んだことはありますか」 
Ｂ教諭「はい，ありました。ICT を使うことで見てわかる 

授業を作れるということが理解できました。そして， 
教具も使っており，生徒全員が触れる教具は，生 
徒の興味づけになるということがよくわかりました」 

 
エピソード⑦－10 月 27 日（木）研修会の発話記録 
筆者「研修会を通して，学んだことはありますか」 
Ｂ教諭「はい。デジタル教科書はこれまで，生徒にわ 

かりやすく理解させる物だと思っていました。しか 
し，今日の研修会でみなさんと話してみて，参加型 
の問いかけをすれば，考えてアイデアを出すことも 
できるとわかって感動しています」 

 

 以上のことにより，次のような教師の実践力向

上の要因が導出された。 

 

  子どもの反応を想定することを前提にして 

  良い教材について協議することは有益である。 

 

 

（３）授業の捉えや教師の実践力向上の要因～その３ 

 

授業を上手に進めたいと考える。 

 

 次に示すエピソード①，②，③，④，⑥のように，グ

ループ学習を設定するタイミングや生徒の思考力を

向上させる問いかけなど，子どもの状態に合わせなが

ら授業を巧みに進めようとする捉えが抽出された。 
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エピソード①－４月 13 日（水）インタビュー調査 
筆者「今日の授業で学んだことはありますか」 
Ｂ教諭「文字式の計算が困難な生徒が出てきそうな 

場面で，グループ活動を設定したタイミングが勉強 
になりました。生徒の反応を敏感に感じとって授業 
をセッティングする視点が大切だと思いました」 

 
エピソード②－５月 16 日（月）協議会の発話記録 
筆者「自分で授業をしてみての感想を教えてください」 
Ｂ教諭「斜め前の生徒とのミーティングタイム等，生徒 

どうしを交流させることで思考力をアップさせる方法 
は試行錯誤しながら自分のものにできてきていると 
思います」 

 
エピソード③－６月 15 日（水）協議会の発話記録 
筆者「授業を観察して，気になったことは何ですか」 
Ｂ教諭「折り紙や電卓など，実物をわたす前には少し 

問答を生徒とする必要があると思います。そのこと 
によって，予想したりイメージしたり，ある程度まで生 
徒の思考を引きあげられると考えました」 

「「７cm ぐらい」とか「7.07 より大きい」というよう 
に，生徒が自分なりに表現することを H 先生 
（授業者）は拾っていたと思います。それらの 
生徒の意見をつなげられたら，もっと思考は深 
まっていったと思いました」 

 
エピソード④－６月 25 日（土）質問紙調査 
質問「授業を観察して，学んだことを書いてください」 
Ｂ教諭「意図的に指名して生徒に考えさせる機会の 

作り方が勉強になりました。声に出させる以外の発 
表方法もたくさんあることを知りました。生徒が授業 
の中で成長していく機会を作られており，自分もそ 
んな授業をしたいと考えました」 

質問「講演を聴いて，学んだことを書いてください」 
Ｂ教諭「どんな素材でも，教師力があがらなければ良 

い教材にはならないことがわかった」 
 
エピソード⑥－９月 28 日（水）協議会の発話記録 
筆者「授業を観察して，気になったことは何ですか」 
Ｂ教諭「解けた生徒をリトル・ティーチャーとしてでき 

ていない生徒に派遣させるやり方は，これも有りだと 
思いました。ただ，その中でできていない生徒のとこ 
ろに派遣させる声かけをするタイミングが絶妙だと 
勉強になりました」 

 
エピソード⑧－12 月 10 日（土）協議会の発話記録 
Ｂ教諭「今日授業を実際にやらせていただいて，解 

答にはたどりつかない補助線を引いている生徒が 
予想通りいました。そのときに適切な声かけが思い 
つかず，授業を迎えてしまいました。そのときの声か 
けを教えていただきたいです。」 

 

 以上のことにより，次のような教師の実践力向

上の要因が導出された。 

 

  参会者は公開授業から， 

授業者の細やかな“すべ”も見取っている。 

 

６ おわりに 

広島県内の中学校数学教師の実践力向上を目指

して，広島県中学校数学教育実践研修会やそれに

向けたチーム会を複数回実施した。そして，若手

教員がどのような場面で実践力を向上させる機会

としているかをエピソード分析から考察して，次

の３点を明らかにすることができた。 
 

（１）珍しい公開授業は参会者に刺激を与えられる。 

（２）公開授業で参会者は授業者の“術”も見ている。 

（３）良い教材について議論する協議会は有益である。 
 

この若手教員の実践力向上を目指した研修シス

テムは，本会に限らず実践可能な方法である。今

後は，さらに効果的な研修システムを創造し，実現す

ることにより本会の内容を充実させていきたい。 
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附属学校における現職教員研修会の在り方に関する研究Ⅳ 

―中学校数学教師の実践力向上の要因について― 

 

広島県内の中学校数学教師の実践力向上を目指し，授業を中心に据えた現職教員研修システ

ムの構築を目的として，広島県中学校数学教育実践研修会を開催している。今年度は，６月と

12 月に実施した実践研修会に向け，チーム会を６回実施した。本研究では，中学校数学教師

が実践力を向上させていく場面を特定するために，実践研修会やチーム会のエピソード分析を

行った。その結果，「珍しい公開授業は参会者に刺激を与えられること」，「公開授業で参会者

は授業者の“術”も見ていること」，「良い教材について議論する協議会は有益であること」の

３点を明らかにすることができた。このような若手教員の実践力向上を目指した研修会はあま

り行われておらず，貴重である。今後は，さらに効果的な研修システムを創造し，実現するこ

とにより本会の内容を充実させ，広島県の学校教育に還元していきたい。 

 

 

 

 

Study of teacher off-the-job-training at an attached junior high school: the development of 
mathematics teachers  
 

The focus of this study was on the development of mathematics teachers via teacher 
off-the-job-training at an attached junior high school. In this paper, we analyzed the comments of 
mathematics teachers participating in teacher off-the-job-training．The followings outcomes 
were identified: 

a) Demonstration classes were conducted in a unique way, where participants 
observed two classes in which the the same unit was taught but in different ways. 
This was beneficial to participants. 
b) Participants in the demonstration class were able to carefully observe the 
behavior of the instructor. 
c) This method enabled participants to fully discuss the strengths of the teaching  
materials. 
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